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平成 27年 10月 22日 

各   位 

会 社 名 日 機 装 株 式 会 社 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 甲 斐  敏 彦 

 （コード番号 ６３７６ 東証第１部） 

問合せ先 取締役経営企画部長 西 脇  章   

 （TEL．０３－３４４３－３７１７） 

 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向等を踏まえ、平成 27 年５月８日に公表しました連結業績予想を、下記のとおり

修正しましたのでお知らせします。 

 

記 

 

１．平成 27 年 12 月期第２四半期（累計）連結業績予想の修正（平成 27 年４月１日～平成 27 年９月 30 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属 
する四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

68,000 

百万円 

3,100 

百万円 

3,100 

百万円 

2,000 

円 銭 

25.93 

今回修正予想（Ｂ） 60,000 800 800 50 0.65 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △8,000 △2,300 △2,300 △1,950  

増  減  率（  ％  ） △11.8 △74.2 △74.2 △97.5  

(参考)前期第２四半期実績 

（平成 27 年３月期第 2 四半期） 
59,462 2,196 3,416 1,824 23.66 

 

２．平成 27年 12月期通期連結業績予想の修正（平成 27年４月１日～平成 27年 12月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

120,000 

百万円 

6,000 

百万円 

6,000 

百万円 

3,700 

円 銭 

47.98 

今回修正予想（Ｂ） 120,000 4,400 4,400 2,400 31.12 

増  減  額（Ｂ－Ａ） - △1,600 △1,600 △1,300  

増  減  率（  ％  ） - △26.7 △26.7 △35.1  

( 参 考 ) 前 期 実 績 

（ 平 成 2 7 年 ３ 月 期 ） 
129,255 6,120 8,960 5,099 66.12 

（注）当社は、今期から決算期を 3月 31日から 12月 31日に変更しています。従いまして、当社ならびに 3月決算の子会社に

ついては、平成 27 年 4 月 1 日から平成 27 年 12 月 31 日の 9ヶ月間を連結対象期間としています。なお、12 月決算の子

会社については、従来どおり、平成 27年 1月 1日から平成 27年 12月 31日の 12ヶ月間を連結対象期間としています。 
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３．業績予想の修正の理由 

上記のとおり、第２四半期累計期間の業績については、主に利益面で前回予想を大きく下回る見通しです

が、通期については、工業部門は、概ね期初の計画どおりの進捗を見込んでいます。インダストリアル事業

では原油価格が軟調に推移している中、LEWA 社、Geveke 社の受注・売上はほぼ期初計画どおりと見込んで

いるほか、LNG 用ポンプの米国拠点の体制強化も順調に進捗し、また、懸案であった国内の生産・販売体制

の再編にも着手しました。航空宇宙事業では、新規部品の引き合い、受注が順調に増加する中で、ベトナ

ム・ハノイでの新製品の生産技術確立に注力しつつ、事業体制強化を図っています。一方、医療部門は、昨

年４月の消費税増税後の反動減による買い控えが長期化し、透析装置の販売回復が期初想定よりも遅れてい

ます。当社はこの機をチャンスととらえ、シェアトップの強みを生かし他社に先駆けて、効率化、省力化を

求める医療市場の変化に的確に対応できる体制を構築していくことで、早急に国内の透析装置の着実な回復

を進めていきます。 

 

(１) 第２四半期累計期間の連結業績 

メディカル事業においては、欧州や中国などの海外市場や CRRT 事業はほぼ期初計画どおりに推移しまし

たが、国内透析装置の販売不振が継続し、さらに、インダストリアル事業において顧客の都合によりポン

プ・システム製品の出荷が下期にずれ込むなどの一時的な要因により、売上高、各利益段階で前回予想を大

幅に下回る見込みです。 

 

(２) 通期の連結業績 

当期は決算期変更に伴う 9 ヶ月の変則決算ではありますが、好調な LEWA 社、Geveke 社等の海外関係会社

の業績は従来どおり 12 ヶ月分が決算数値に反映されることとなり、インダストリアル事業は、米国の LNG

用ポンプ生産の確実な遂行に留意が必要ですが、全体としては、ほぼ期初計画どおりに進捗すると見込んで

います。航空宇宙事業の新製品の受注が引き続き活発で、ハノイ工場での開発経費増加などの影響もありま

すが、工業部門は、第２四半期累計期間の遅れを取り戻して概ね順調に推移するものと見込んでいます。一

方、医療部門では、国内透析装置の販売不調の影響で売上、営業利益ともに前回予想を下回る見込みです。 

 

なお、第２四半期末および期末の配当予想については変更ありません。 
 

※上記の予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は今後様々な要因によって予想値と

異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


